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公共施設～暮らしを支える～・・・市立図書館の学習 

 3年生は社会科で校区のことや豊中市のことを、副読本「ゆめあるまちとよなか」の本を使って

学習しています。その中で公共施設について学習する中の一つとして市立図書館があります。本来

なら近くの市立図書館である高川図書館に見学に行き、図書館の司書さんから詳しくお話ししてい

ただき学びを深めるところですが、コロナ禍で施設見学ができなくなりました。その代わりに市立

図書館を紹介するスライド資料をいただきました。3年生はそのスライドを使って市立図書館につ

いて学びました。岡町図書館内の読書振興課にいたこともあり少しは図書館のことがわかるので 3

年生の教室にお邪魔して公共図書館についてお話しさせてもらいました。3年生は目をキラキラさ

せて話を聞いて、市立図書館が行っていることに「すごーい」と拍手する場面も。すべての人に本

を楽しんでいただけるように・・・という取り組みについて 3年生はしっかり理解し、市立図書

館が素敵なことをしているんだ！と素直に感動していました。 

 読書を通じて読む力、想像する力を養い、疑問（？）を解決（！）するときに本を活用すること

で自ら学ぶ姿勢、学ぶ力を身に付けることができます。これこそ『生きる力』です。主体的に学び

に向かう力を学校図書館、市立図書館を活用して育んでいけるのが豊中市の「図書館教育」だと思

っています・・・当時の担当者としての願いでもありますが・・・。 
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